
1 

 

         

八
月
の
読
書
体
験 

健
生
会
会
長 

 

青
木 

玲
子 

 

今
夏
は
戦
後
７
０
年
と
い
う
事
で
日

本
の
辿
っ
て
き
た
平
和
へ
の
道
の
り
の

大
切
さ
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
７
月
の
ナ
ベ
さ
ん
の
湧
く
わ

く
講
座
で
「
日
本
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
外
交
官
・
杉
原
千
畝
氏
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
、
ま
た
以
前
に
も

俳
優
の
水
澤
心
吾
氏
が
一
人
芝
居
で
そ

の
苦
悩
を
演
じ
て
い
る
の
を
ホ
テ
ル
内

の
公
演
会
で
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

１
５
年
ほ
ど
前
、
旅
の
途
中
ワ
シ
ン

ト
ン
に
い
る
友
人
夫
妻
を
訪
ね
た
時
、

ミ
セ
ス
は
多
く
の
お
客
様
を
案
内
し
て

い
る
の
で
私
を
車
で
Ｄ
Ｃ
の
中
心
地
迄

送
り
、
何
時
に
又
迎
え
に
来
る
か
ら
自

由
に
見
て
き
て
と
言
っ
て
放
り
出
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
も
面

白
か
ろ
う
と
一
人
で
歩
き
だ
し
ま
し
た
。 

ま
ず
目
に
入
っ
た
の
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト 

        

記
念
博
物
館
で
し
た
。
私
は
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
博
物
館
の
入
り
口
に
は
ガ

ラ
ス
の
中
に
束
ね
ら
れ
た
毛
髪
と
く
た

び
れ
果
て
た
靴
が
沢
山
折
り
重
な
っ
て

お
い
て
あ
り
ま
し
た
。
少
し
躊
躇
し
ま

し
た
が
、
思
い
切
っ
て
入
っ
て
み
ま
し

た
。
多
く
の
犠
牲
者
の
写
真
が
貼
っ
て

あ
る
部
屋
、
大
人
に
だ
け
見
せ
る
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
ひ
ど
い
拷
問
の
展
示

な
ど
、
吐
き
気
を
催
す
よ
う
な
も
の
も

沢
山
あ
り
ま
し
た
。
最
後
の
部
屋
に
は

シ
ン
ド
ラ
ー
他
ユ
ダ
ヤ
人
を
助
け
た
各

国
の
人
々
の
写
真
と
名
前
が
書
か
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
日
本
人
の
杉
原
千
畝

氏
の
名
前
と
写
真
を
観
た
時
に
は
本
当

に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
日
本
人
に
も
あ

の
時
代
に
独
自
の
ゆ
る
が
な
い
精
神
を

持
っ
た
外
交
官
が
い
た
の
だ
と
実
に
誇

り
に
思
い
ま
し
た
。 

ま
だ
夫
が
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
、
五
組 

の
夫
婦
で
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ 

ー
ス
ト
リ
ア
周
辺
を
旅
し
た
こ
と
が
あ 

         

り
ま
す
。
そ
の
時
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
別

荘
で
あ
っ
た
ベ
ル
ヒ
ル
テ
ガ
ー
デ
ン
の

イ
ー
グ
ル
・
ネ
ス
ト(

鷲
の
巣)

に
行
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
端
で

す
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
見
渡
せ
る(

ヒ

ッ
ト
ラ
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身)

と

ん
が
っ
た
絶
壁
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
折
、
ア
メ
リ
カ
軍

が
爆
撃
の
対
象
に
し
た
の
で
す
が
、
悪

天
候
で
視
界
が
悪
く
攻
撃
で
き
な
か
っ

た
も
の
で
す
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
誕
生
祝

い
に
喜
ば
せ
よ
う
と
側
近
た
ち
が
岩
を

く
り
ぬ
き
突
貫
工
事
で
作
ら
せ
た
道
は

車
で
入
り
、
別
荘
に
続
く
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
前
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
は
金
箔
貼
り
、

つ
ま
り
黄
金
色
で
し
た
。
そ
の
時
も
ど

う
し
て
こ
こ
へ
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
と
不
思
議
な
気
持
ち
で
し
た
。 

 

ど
う
し
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
関
係
あ
る

と
こ
ろ
ば
か
り
行
く
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
又
ど
う
し
て
何
百
万
の
ユ
ダ
ヤ
人

に
あ
の
よ
う
な
残
虐
な
殺
し
方
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
？
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
何
を
考

え
て
い
た
の
？
そ
の
理
由
が
知
り
た
く

な
っ
て
今
夏
は
練
馬
図
書
館
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
館
員
の
女
性
は
私
の
希
望

を
聞
く
と
関
係
の
場
所
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
、
又
青
少
年
関
係
の
中
に
も
面

白
い
本
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
て
結
局

は
次
の
６
冊
を
借
り
て
き
ま
し
た
。 

１
「
ユ
ダ
ヤ
人
女
医
の
亡
命
日
記
」
へ

ル
タ
・
ナ
ー
ト
ル
フ
著 

 
 

２
「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
若

者
た
ち
」
Ｓ
．
Ｃ
．
バ
ー
ト
レ
ッ
テ
イ
著 

 
 

３
「
ド
イ
ツ
の
歴
史
」
石
田
勇
治
編
著 

 

４
「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
は
何
か
」
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
・
ハ
フ
ナ
ー
著 

 

５
「
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
五
つ
の

肖
像
」
グ
イ
ド
・
ク
ノ
ッ
プ
著 

 

６
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
音
楽
隊
」
シ
モ

ン
・
ラ
ッ
ク
ス
、
ル
ネ
・
ク
ー
デ
イ
共
著 

結
局
ど
ん
な
に
読
み
込
ん
で
も
、
ろ

く
に
中
学
校
も
卒
業
で
き
な
か
っ
た
よ

う
な
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
時
代
の
助
け
を
借

り
て
総
督
に
昇
り
詰
め
、
ア
ー
リ
ア
人

種(

ド
イ
ツ
人)

が
世
界
を
支
配
を
す
る

こ
と
を
夢
見
た
事
、
毛
嫌
い
し
て
い
た

ユ
ダ
ヤ
人
を
自
分
一
代
だ
け
で
徹
底
的

に
撲
滅
し
よ
う
と
考
え
た
事
、
誰
も
止

め
ら
れ
な
か
っ
た
一
人
の
狂
人
の
恐
ろ

し
い
夢
物
語
を
読
み
続
け
た
空
し
い
今

夏
の
読
書
体
験
で
し
た
。 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 

  
   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

健 

生 

会 

 
 

 
 

 
 

ニ
ュ
ー
ス 
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■ 

健 

康 

便 

り 

世
界
遺
産
の
食
文
化
（
無
形
文
化
遺
産
） 

健
康
長
寿
の
秘
訣
研
究
会 

 

松
島 

勇
次 

 
 
 

 

前
に
地
中
海
食
が
優
れ
て
い
る
特

徴
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
メ

キ
シ
コ
と
ト
ル
コ
の
伝
統
料
理
の
特
徴

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

メ
キ
シ
コ
は
、
首
都
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
で
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
、
ス
ペ
イ

ン
の
支
配
が
三
千
年
続
い
た
国
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
キ
シ
コ
の
食
文
化
・
一
般
に
辛
い
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
メ
キ
シ
コ
料
理
は
、

世
界
的
に
人
気
が
あ
り
特
に
、
ア
メ
リ

カ
で
凄
い
人
気
で
す
。
基
本
的
に
は
、

マ
メ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
鶏
肉
を
原
材

料
の
メ
ニ
ュ
ー
が
主
体
で
す
。
他
に
も

米
や
魚
類
、
牛
肉
な
ど
も
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
繊
細
な
味
が
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ア
ス
テ
カ
族
の
料
理
、
マ

ヤ
族
な
ど
先
住
民
の
料
理
を
母
体
と
し
、

ス
ペ
イ
ン
料
理
の
影
響
を
受
け
て
成
立

し
た
料
理
で
す
。
土
着
の
作
物
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、
ト
ウ
ガ

ラ
シ
を
用
い
辛
み
の
効
い
た
料
理
で
す
。 

 
 

地
方
で
は
、
虫
を
用
い
た
サ
ル
サ
や

タ
コ
ス
と
い
っ
た
昆
虫
食
も
根
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。
７
千
年
と
い
う
世
界
で

最
も
歴
史
が
あ
り
、
マ
ヤ
文
明
や
ア
ス

テ
カ
文
明
が
生
ま
れ
る
前
メ
キ
シ
コ
料

理
の
原
型
が
あ
り
ま
し
た
。
歴
史
の
中

心
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
、
今
や
米
、
小

麦
と
並
ぶ
世
界
三
大
穀
物
の
一
つ
で
す
。

伝
統
料
理
の
歴
史
は
、
家
族
の
歴
史
で

も
あ
っ
て「
死
者
の
日
の
祭
り
」に
は
、

家
族
、
親
戚
み
ん
な
で
ご
馳
走
を
囲
み

祖
先
の
霊
を
も
て
な
し
ま
す
。
母
の
作

る
家
族
料
理
の
ま
わ
り
に
は
、
い
つ
も

家
族
の
笑
顔
が
あ
り
ま
す
。
古
代
メ
キ

シ
コ
で
は
、
カ
カ
オ
豆
の
栽
培
が
盛
ん

で
、
大
変
貴
重
で
カ
カ
オ
豆
は
、
貨
幣

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

マ
ヤ
族
を
中
心
に
農
産
物
、
海
産
物
に

恵
ま
れ
て
、
交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

そ
し
て
、
高
等
数
学
と
高
度
な
天
文
学

に
優
れ
、
暦
ま
で
作
っ
て
い
た
。 

 

ト
ル
コ
料
理
・
ト
ル
コ
民
族
の
伝
統

料
理
と
ギ
リ
シ
ャ
、
グ
ル
ジ
ア
、
シ
リ

ア
地
方
の
料
理
を
取
り
入
れ
発
展
を
し

ま
し
た
。
十
四
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の

初
め
ま
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
し
て
、

地
中
海
周
辺
を
支
配
し
て
い
た
た
め
地

中
海
料
理
の
影
響
が
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。ト
ル
コ
料
理
の
代
表
的
な
も
の
は
、

ナ
ス
、
タ
マ
ネ
ギ
、
豆
類
、
ト
マ
ト
な

ど
、
ブ
ド
ウ
、
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ジ
ク
、

レ
モ
ン
な
ど
の
果
物
、
ア
ー
モ
ン
ド
、

ク
ル
ミ
、
松
の
実
、
な
ど
の
種
実
類
も

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
香
辛
料
は
、

コ
シ
ョ
ウ
、
ク
ミ
ン
な
ど
と
ハ
ー
ブ
、

そ
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ヨ
ー
グ

ル
ト
な
ど
も
調
味
料
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。 

ト
ル
コ
の
食
文
化
；
食
べ
物
目
当
て

で
ト
ル
コ
に
行
く
人
も
多
く
世
界
で
有

名
な
ト
ル
コ
料
理
で
す
。
コ
ー
ス
は
、

ス
ー
プ
か
ら
始
ま
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
前
菜
、
肉
料
理
、
魚
料
理
と
続

き
有
名
な
ト
ル
コ
菓
子
、
ぺ
ー
ス
ト
リ

ー
と
続
き
、
最
後
に
、
ト
ル
コ
コ
―
ヒ

ー
で
終
わ
り
ま
す
。
ト
ル
コ
料
理
は
世

界
三
大
料
理
の
一
つ
で
す
。（
中
華
料
理
、

ト
ル
コ
料
理
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
） 

 

● 

歩
こ
う
会
報
告 

 
 

小
坂 

茜 

 

九
月
五
日
（
土
）
晴
れ 

 

十
六
人
の
参
加
者
。
副
都
心
線
雑
司

が
谷
駅
で
下
車
し
て
、
鬼
子
母
神
堂
に

お
参
り
。
ご
利
益
は
、
安
産
、
子
育
。

境
内
の
樹
齢
六
百
年
の
大
公
孫
樹
は
、

都
の
指
定
記
念
物
。 

 

鬼
子
母
神
駅
か
ら
都
電
荒
川
線
の
旅

の
始
ま
り
。
三
十
分
で
荒
川
区
ガ
イ
ド

さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
の
荒
川
車
庫
駅
に

到
着
。
お
も
い
で
広
場
の
往
年
の
名
車

二
両
の
展
示
を
横
目
に
見
て
、
都
電
に

乗
り
、
車
窓
か
ら
尾
久
八
幡
神
社
や
温

泉
が
湧
出
し
た
所
、
大
戦
で
の
初
空
襲

の
場
所
な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見

る
。 

町
屋
二
丁
目
駅
で
下
車
。
昭
和
八
年

に
建
立
さ
れ
た
泊
船
軒
へ
。
こ
こ
は
空

襲
か
ら
免
れ
、
本
堂
の
天
井
に
は
、
日

本
画
の
大
家
小
室
翠
雲
の
龍
の
絵
や
奥

の
間
の
天
井
に
は
、
花
や
鳥
の
極
彩
色

の
絵
が
多
く
描
か
れ
て
い
た
。
庭
に
は

太
田
道
灌
の
「
山
吹
伝
説
」
に
因
ん
だ

山
吹
の
塚
が
あ
っ
た
。 

徒
歩
で
三
河
島
水
再
生
セ
ン
タ
ー

へ
。
こ
こ
は
旧
三
河
島
汚
水
処
分
場
ポ

ン
プ
施
設
だ
っ
た
の
を
日
本
で
初
め
て

の
近
代
的
な
下
水
処
理
場
に
し
た
と
の

こ
と
。
そ
の
上
に
荒
川
自
然
公
園
が
あ

り
、
区
の
地
形
を
か
た
ど
っ
た
白
鳥
の

池
が
あ
り
、
足
を
痛
め
た
白
鳥
が
一
羽

淋
し
そ
う
に
泳
い
で
い
た
。
公
園
も
あ

り
区
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

荒
川
二
丁
目
駅
か
ら
都
電
に
乗
り
、

終
点
三
ノ
輪
橋
駅
で
下
車
。
そ
こ
で
、

鉛
筆
工
場
か
ら
一
本
で
五
色
描
け
る
色

鉛
筆
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
く
。 

 

徒
歩
で
浄
閑
寺
へ
。
こ
の
道
は
音
無

川
だ
っ
た
の
を
暗
渠
と
し
た
そ
う
で
、

石
神
井
川
へ
と
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

浄
閑
寺
は
、
安
政
大
地
震
の
際
、
た

く
さ
ん
の
新
吉
原
の
遊
女
が
投
げ
込
み

同
然
に
葬
ら
れ
た
の
で
、
投
げ
込
み
寺

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

墓
地
に
葬
ら
れ
た
遊
女
の
骨
壺
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
永
井
荷
風
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講演会  「認 知 症 の 話」 
         

◆ テーマ：「まさか、うちの人、認知症になったのでは・・・？ 

       ～ 気付くのは本人ではなく、あなたです～ 

◆ 講師：馬場 元毅 脳外科医   日本脳神経外科学会 認定専門医 

◆ 日時：2015年１１月２０日（金）10:00 ~ 12:00 
◆ 会場：ココネリ研修室１（練馬駅隣接ビル３F）  
＊  最近急増し社会問題化している「軽度認知障害」などについて学びます。 

早期に治療すれば症状の改善が期待でき、あるいは進行を遅らせることが可能とされています。 

日々の暮らしを輝いて生きるために大勢の方に受講していただきたいと思います。 

＊ 会員外の方もお誘い下さい。  無料   問合せ：090-4063-7545 青木   

 
 

 

 

の
碑
も
あ
っ
た
。 

 
そ
れ
か
ら
歩
い
て
円
通
寺
へ
。
高
村

光
雲
作
の
秘
仏
を
大
き
く
し
た
聖
観
音

菩
薩
像
が
本
堂
の
後
ろ
に
聳
え
て
い
た
。

こ
こ
に
は
天
野
八
郎
隊
長
以
下
彰
義
隊

の
墓
が
あ
る
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
の
都
電
の
旅

は
こ
こ
で
終
点
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

も
興
味
深
か
っ
た
。 

     

● 

大
江
戸
花
め
ぐ
り
カ
ル
チ
ャ
ー 

 

報
告 

 
 
 
 

菅
原
美
佐
子 

９
月
２
６
日
（
土
）
１
５
名
参
加 

汐
留
～
浜
離
宮
恩
賜
公
園 

 

大
江
戸
線
練
馬
駅
に
８
時
に
集
合
だ

っ
た
が
、
参
加
者
の
集
ま
り
が
早
や
か

っ
た
お
蔭
で
予
定
よ
り
早
い
電
車
に
乗

る
こ
と
が
で
き
た
。
汐
留
に
３
０
分
早

く
着
い
た
が
、
市
川
先
生
は
す
で
に
お

待
ち
に
な
っ
て
い
た
。 

 

地
上
に
出
る
と
、
超
高
層
タ
ワ
ー
の

ビ
ル
群
が
目
の
前
に
そ
び
え
建
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
世
間
で
言
っ
て
い
る
シ
オ

サ
イ
ト
な
の
だ
と
見
ま
わ
し
て
い
る
と
、

日
テ
レ
ビ
ル
の
下
に
夕
方
天
気
予
報
を

中
継
す
る
場
所
を
見
つ
け
た
。 

市
川
先
生
の
資
料
に
よ
る
と
、
汐
留

は
江
戸
時
代
に
は
海
辺
の
湿
地
帯
だ
っ

た
が
、
徳
川
家
康
の
発
令
で
天
下
普
請

に
よ
り
埋
立
地
が
完
成
し
別
邸
を
作
っ

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
明
治
に
入
り
日

本
初
の
鉄
道
の
起
点
で
あ
る
新
橋
駅
が

汐
留
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
東
京
駅

が
で
き
て
か
ら
は
、
新
橋
駅
は
貨
物
専

用
の
駅
に
な
っ
た
が
、
１
９
８
０
年
頃

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
盛
ん
に
な
り
、

貨
物
駅
が
廃
止
と
な
っ
た
為
、
跡
地
に

都
内
最
大
規
模
の
再
開
発
事
業
が
は
じ

ま
っ
た
。
２
０
０
４
年
に
は
新
橋
か
ら

浜
松
町
の
区
間
に
巨
大
複
合
都
市
「
シ

オ
サ
イ
ト
」
が
誕
生
し
た
。 

 

滅
多
に
こ
の
方
面
を
訪
れ
る
こ
と
は
、

な
い
が
、
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
は
こ
の
広
大

な
敷
地
と
建
物
の
中
に
は
、
さ
ぞ
か
し

ビ
ジ
ネ
ス
の
人
達
で
活
気
に
溢
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
み
た
。 

 

シ
オ
サ
イ
ト
か
ら
ほ
ど
な
く
歩
い
て

次
の
目
的
地
で
あ
る
浜
離
宮
恩
賜
庭
園

に
着
い
た
。
こ
の
庭
園
は
、
徳
川
将
軍

家
が
代
々
引
き
継
い
だ
別
邸
で
あ
る
。 

 

江
戸
時
代
の
大
名
は
武
家
屋
敷
の

他
に
必
ず
別
の
所
に
庭
園
を
も
っ
て
お

り
、接
待
の
場
所
と
し
て
使
っ
て
い
た
。 

今
回
は
隅
々
ま
で
周
る
と
先
生
は

お
っ
し
や
っ
て
大
手
門
か
ら
入
っ
た
。

入
り
口
の
す
ぐ
近
く
に
、
樹
齢
３
０
０

年
の
堂
々
た
る
枝
振
り
の
見
事
な
黒
松

が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
濃
い
緑
を
保
っ

て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
時
々
の
庭
師
た

ち
の
手
入
れ
の
大
変
さ
を
想
っ
た
。
そ

し
て
林
の
中
を
通
り
抜
け
て
行
く
と
、

鴨
場
池
が
あ
り
、
鴨
を
捕
ま
え
る
た
め

に
お
と
り
で
ア
ヒ
ル
な
ど
を
使
っ
た
水

路
の
先
に
は
、
覗
き
窓
の
あ
る
小
屋
が

あ
っ
た
り
し
た
。
庭
園
の
中
に
は
い
く

つ
か
の
池
が
あ
り
、
水
辺
に
は
御
茶
屋

が
造
ら
れ
て
お
り
、
将
軍
や
公
家
達
が

庭
園
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
。
池
の
ほ
と

り
を
歩
き
な
が
ら
、
コ
ス
モ
ス
が
咲
き

乱
れ
て
い
る
お
花
畑
を
通
り
抜
け
て
、

出
口
に
向
か
っ
た
。
庭
園
の
前
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
が
建
設
中
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
ま
で
に
、
庭

園
の
中
に
明
治
時
代
に
あ
っ
た
迎
賓
館

を
復
元
し
て
、
和
の
も
て
な
し
を
す
る

構
想
が
あ
る
ら
し
い
。
時
間
が
な
く
な

り
築
地
市
場
は
取
り
や
め
て
、
銀
座
の

ラ
ン
チ
の
場
所
へ
と
急
い
だ
。 

 

顧
問
の
渡
邊
先
生
が
市
川
先
生
に
、 

敬
意
を
表
し
て
ミ
キ
モ
ト
７
階
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
食
事
に 

加
わ
っ
て
下
さ
り
、 

皆
を
驚
か
せ
た
。 

   

             
 
 
 
 
 

 

               

 

 

ク
ス
リ
飲
ん
だ 

か
し
ら
？ 
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《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
３
９
回 

 

高
田
健
治 

「
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ 

た
だ
ひ
と
つ
の
歌
声
」 

 

複
雑
な
家
庭
環
境
に
育
ち
ト
ラ
ブ
ル

ば
か
り
起
し
て
い
た
少
年
ス
テ
ッ
ト
が

実
は
た
ぐ
い
稀
な
美
声
の
持
ち
主
だ
っ

た
。
そ
ん
な
彼
に
舞
い
込
む
名
門
少
年

合
唱
団
へ
の
入
学
話
。
そ
こ
で
厳
し
い

指
導
で
知
ら
れ
る
は
才
能
が
あ
り
な
が

ら
無
駄
に
し
て
い
る
彼
に
厳
し
く
接
す

る
。
歌
う
事
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
ス
テ

ッ
ト
。
そ
ん
な
時
彼
に
大
舞
台
で
の
ソ

ロ
を
歌
う
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
。

偉
大
な
作
曲
家
た
ち
の
数
々
の
名
曲
を

ち
り
ば
め
映
像
と
音
楽
の
融
合
を
見
事

に
高
め
た
感
動
作
。 

 

カ
ー
ベ
ル
を
ダ
ス
テ
ィ
・
ホ
フ
マ
ン

が
ス
テ
ッ
ト
を
新
星
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ウ

エ
ア
リ
ン
グ
が
悩
み
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
姿
を
好
演
。 

ア
メ
リ
カ 

 

監
督 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ギ
ラ
ー
ル 

 

９
月
１
１
日 

公
開 

 

星
５
つ 

「
ベ
ル
＆
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
」 

ア
ル
プ
ス
の
ふ
も
と
の
小
さ
な
村

で
暮
ら
す
孤
児
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
。
山

で
一
匹
の
野
犬
に
出
会
う
。
家
畜
や
人

を
襲
う
野
獣
と
し
て
村
人
か
ら
命
を
狙

わ
れ
て
い
た
。
ベ
ル
と
名
付
け
懸
命
に

守
る
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
。
そ
ん
な
折
り
村

に
は
戦
争
の
影
が
迫
り
、
ナ
チ
ス
の
ユ

ダ
ヤ
人
捜
索
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
を
守

る
べ
く
、
ベ
ル
と
共
に
道
案
内
人
と
し

て
冬
の
ア
ル
プ
ス
越
え
に
挑
む
。 

 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ボ
シ
ュ
エ
が
セ
ス

チ
ャ
ン
を
好
演
、
白
毛
の
美
し
い
ベ
ル

と
の
コ
ン
ビ
が
胸
を
打
つ
。 

 

仏 

監
督 

ニ
コ
ラ
・
ヴ
ァ
ニ
エ 

 

９
月
１
９
日
公
開 

 
 

星
４
つ 

 
「
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
が
教
え
て 

く
れ
た
こ
と
」 

ア
ル
コ
ー
ル
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
ち
ょ
い
悪
お
や
じ
の
ヴ

ィ
ン
セ
ン
ト
。
あ
る
日
、
隣
に
越
し
て

き
た
１
２
歳
の
少
年
オ
リ
バ
ー
の
放
課

後
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
両
親

の
離
婚
で
早
く
大
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
オ
リ
バ
ー
、
い
い
年
を
し
て
大
人
に

な
れ
な
い
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
、
初
め
は
反

発
し
あ
っ
て
い
た
二
人
だ
っ
た
が
お
互

い
の
良
さ
が
判
り
意
気
投
合
し
て
い
く
。 

 

オ
リ
バ
ー
役
の
ジ
ュ
イ
デ
ン
・
リ
ー

ベ
ラ
ー
が
ベ
ス
ト
子
役
賞
。
じ
じ
い
と

小
学
生
が
最
高
の
相
棒
に
な
る
心
温
ま

る
感
動
作
。 

 

米 

監
督 

セ
オ
ド
ラ
・
メ
ル
フ
ィ 

 

１
０
月
公
開 

 
 
 
 

星
４
つ 

                                

 

▼
お
知
ら
せ 

◆
「
ま
ゆ
の
会
」 

日
時
：
十
月
五
日
（
月
）
十
三
時 

 
 

場
所
：
豊
玉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

多
目
的
室 

作
る
物
：
通
す
だ
け
で
簡
単
に
出
来
る

ネ
ッ
ク
レ
ス 

持
っ
て
来
る
も
の
：
ハ
サ
ミ 

ボ
ン
ド 

 

◆
「
歩
こ
う
会
」 

担
当 

小
坂 

茜 

十
月
十
日
（
土
）
大
雨
中
止 

 

庭
園
美
術
館
・
自
然
教
育
園 

大
江
戸
線
練
馬
駅
改
札
八
時
三
十
分
集

合
・
練
馬
駅
～
大
門
～
三
田
（
乗
り
換

え
）
～
目
黒
・
・
庭
園
美
術
館
鑑
賞
（
６

５
歳
以
上
五
百
円
）・・
自
然
教
育
園（
持

参
の
弁
当
で
昼
食
）
解
散 

集
合
時
刻
が
い
つ
も
よ
り
三
十
分
遅
れ

＊
各
自
で
弁
当
・
敷
物
・
飲
み
物
持
参 

：
＊
：
：
：
：
；
：
：
：
：
●
１ 

◆
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」 

十
月
十
三
日
（
火
）
映
画
鑑
賞
会 

上
演
作
品
：「
先
生
の
迷
い
猫
」 

集
合
：
豊
島
園
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ 

０
３
‐
５
９
１
２
‐
９
８
０
０ 

時
間
：
一
回
目
の
上
映
時
間
の
十
分
前
。 

昼
食
：「
向
山
庭
園
の
和
室
」
で
お
弁
当

を
戴
く
の
で
各
自
ご
用
意
下
さ
い
。 

  

ハーモニック・サンライフ 

 

♪～第１２回MJCチャリティーコンサートのお誘い～♪ 

１０月２日（金）練馬文化センターつつじホール １F 

１３：００ 開場  １３：３０ 開演 

５グループ出演 問合せ先・MJC事務局 3530-3882(三牧) 

歌唱曲―天使の誘惑・いい日旅立ち 

    浜千鳥・きっとしあわせ 

    信田の薮・麦の唄 その他 

プロ歌手―オペラ「ワカヒメ」より 

     喜歌劇「メリーウィドゥ」 

チャリティ券 ５００円 

健生会の自主サー

クル「練馬シルバ

ー・コーラス」も３

番目に出演します。

皆様のご来場お待

ちしております。 

童謡ファミリーコンサートの情報 

～歌で秋満喫～ 

１０月４日（日）練馬文化センター 

１３：３０会場 １４：００開演 

曲目―まっかな秋・赤とんぼ 

   虫の声・紅葉・村祭り 

   旅愁・落葉松・秋の子 他 

一般：2,500円 小中学生：1,000円 

NPO法人童揺館東京 03-3926-2111  

後援 NPO法人健生会 
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「
９
月
役
員
会
報
告
」 

７
日
（
月
）
コ
コ
ネ
リ
・
多
目
的
室
２ 

出
席
者
＝ 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

土
橋
昌
子 

 

村
松
千
鶴 
西
山
重
和 

菅
原
美
佐
子 

小
坂 

茜 

岡
田
陽
子 

内
田
ま
さ
子 

司
会 

保
坂
武
雄 

 
 
 
 
 

 

★
９
月
５
日
、
歩
こ
う
会
の
コ
ー
ス
は

良
か
っ
た
の
で
、
季
節
を
変
え
て
、
再

度
行
っ
て
も
よ
い
の
で
は
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。 

★
大
和
証
券
の
助
成
金
申
請
の
申
し
込

み
を
し
た
内
容
と
経
緯
に
つ
い
て
は
担

当
者
西
山
役
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
。 

★
１
１
月
２
０
日(

金)

馬
場
医
師
に
よ

る
「
認
知
症
に
つ
い
て
」
の
例
会
の
場

所
は
コ
コ
ネ
リ
研
修
室
１
、
に
決
定
し

た
。区
報
掲
載
に
つ
い
て
は
小
坂
茜
が
、

担
当
す
る
。
当
日
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
青
木
会
長
が
説
明
。 

国
民
年
金
課
保
険
事
業
部
の
協
力
に
よ

り
行
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
り
、

写
真
も
、
提
出
す
る
。
出
来
る
だ
け
早

く
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
関
係
機
関
に
チ

ラ
シ
を
お
願
い
す
る
。 

★
健
生
会
案
内
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
先

月
よ
り
内
容
検
討
継
続
中
。 

★
９
月
３
０
日
の
鈴
木
栄
養
士
の
講
演

会
の
挨
拶
、
司
会
、
受
付
、
担
当
を
決

め
た
。 

★
後
半
の
行
事
予
定
に
つ
い
て
検
討
。 

★
１
１
月
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
、
ま

ず
観
光
地
方
面
を
絞
っ
た
。 

あ
と
は
内
容
を
こ
れ
か
ら
観
光
会
社
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。 

★
「
繭
の
会
」
も
来
年
か
ら
の
場
所
は

コ
コ
ネ
リ
で
行
う
方
が
良
い
と
の
こ
と

で
、健
生
会
と
し
て
取
る
よ
う
に
す
る
。 

★
１
０
月
ニ
ュ
ー
ス
内
容
確
認
・
菅
原 

 
 
 

行
事
予
定
の
確
認
・
内
田
（
稚
） 

★
１
０
月
役
員
会
は
５
日
（
月
） 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

司
会
・
村
松 

 
 
 
 

校
正 

 

９
月
２
４
日（
木
） 

 
 

印
刷
・
発
送 

９
月
２
９
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 

文
責 

内
田
（
稚
） 

    
 

 

 

「
小
銭
募
金
の
お
願
い
」 

 

一
円
や
五
円
の
小
銭
が
集
ま
り 

ま
し
た
ら
役
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。 

一
年
分
を
集
計
し
、
社
会
福
祉
協 

議
会
を
通
し
て
社
会
の
た
め
に
、 

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
様
方
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 
 
 

事
務
局 

 

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
校
正
」 

 

１
０
名 

８
月
２
０
日
（
木
）
コ
コ
ネ
リ 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

 

保
坂
武
雄 

土
橋
昌
子 

内
田
ま
さ
子 

西
山
重
和 

岡
田
陽
子 

中
村 

清 

小
坂 

茜 
 

 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
印
刷
・
発
送
」
１
８
名 

８
月
２
７
日
（
木
）
学
習
セ
ン
タ
ー 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

保
坂
武
雄 

土
橋
昌
子 

内
田
ま
さ
子 

村
松
千
鶴 

西
山
重
和 

八
木
ふ
み
子 

中
村 

清 

今
村
安
江 

石
毛
栄
子 

 

橋
本 

光 

葛
谷
豊
子 

高
山
節
子 

嶋
木
和
子 

高
橋
保
孝 

落
合
澄
子 

 
 

▼
「
安
心
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

＊
９
月
・
南
町
小
学
校 

内
田
稚
代 

内
田
ま
さ
子 

水
野
清
子 

 

▼
「
中
西
っ
子
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

＊
９
月
・
中
西
小
学
校 

坂
根
洋
子 

  

新
会
員
紹
介 

 
 
 
 

荒 
京
子 

様 
 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 
 
 

（
９
月
・
小
茂
根
） 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

 

篠
崎
玲
子 

八
木
ふ
み
子 

 

菅
原
美
佐
子 

大
久
保
晴
子 

 

◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

 
 
 
 

（
９
月
１
１
日
） 

 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
６
階 

 
 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
３
０
人
分 

鷺
池
總
子 

小
林
良
子 

清
水
マ
ツ
子 

篠
崎
玲
子 

土
橋
昌
子 

 

◆
「
ナ
ベ
さ
ん
の
湧
く
わ
く
囲
碁
講
」 

（
９
月
１
７
日
）
豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

渡
邊
一
雄 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」 

厚
生
文
化
会
館 

９
月
・
５
日 

出
席
者 

１
２
名 

 
 

 
 
 

１
８
日 

 

〃 
 

１
１
名 

 

 

俳
句 

 
 
 

中
村 

清 

義
父
の
魂
外
国
に
在
り
秋
彼
岸 

黄
蝶
飛
ぶ
七
十
年
の
不
戦
の
空 

眠
ら
れ
ぬ
ど
う
し
て
此
処
え
ラ
ム
ネ
玉 

ホ
ッ
ト
出
る
土
の
香
り
の 

ミ
ョ
ウ
ガ
の
子 

生
き
証
人
と
言
わ
れ
て
生
き
て
秋
日
和 
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編 

集 

後 

記 

今
年
の
夏
も
や
っ
と
終
わ
り
、
秋
風

が
快
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

 

台
風
と
豪
雨
が
関
東
・
東
北
地
方
を

襲
い
、
堤
防
が
決
壊
し
、
多
く
の
犠
牲

者
や
家
屋
の
損
害
を
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
５
年
後
に
東
京
に

決
ま
り
、
喜
び
に
沸
い
た
も
の
の
同
世

代
か
ら
は
「
そ
の
時
ま
で
生
き
て
い
る

か
な
」
と
か
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
見
物
を

目
標
に
し
て
元
気
に
過
ご
そ
う
！
」
と

か
色
々
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
時
の
安
倍
首
相

の
原
発
の
「
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
発
言
に
は
、「
本
当
？
」
と
疑
問
を
持

ち
ま
し
た
。
新
国
立
競
技
場
、
公
式
エ

ン
ブ
レ
ム
作
り
直
し
と
ケ
チ
続
き
の
有

様
と
最
近
東
京
都
民
に
今
後
３
０
年
以

内
に
想
定
さ
れ
る
地
震
予
防
に
つ
い
て

の
小
冊
子
が
届
く
と
、「
果
た
し
て
こ
の

時
期
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
大
丈
夫
な

の
」
と
問
い
か
け
た
く
も
な
り
ま
す
。 

健
生
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
は
健
康
に

留
意
し
て
毎
日
毎
日
を
恙
無
く
過
ご

し
、
健
康
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
よ
う
の
健
生
会
精
神
を
忘

れ
ず
に
、
元
気
に
過
ご
し
て
参
り
ま
し

ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ
．
Ａ
． 

 

 

 

 

  

 

  

２０１５年（２７年度） １０ 月 行 事 案 内  

▼ ２日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼ ２日（金）MJCコンサート 練馬文化センター シルバーコーラスは9:00集合・リハーサル9:30  

▼ ３日（土）１０：００「自彊術」毎週土曜日 桜台地域集会所（環７脇の出張所２F） 

▼ ５日（月）１０：００「役員会」ココネリ 研修室３ 

▼ ５日（月）１３：００「まゆの会」豊玉リサイクルセンター 多目的室  

▼ ９日（金）１０：００「きらら生活支援昼食会」豊玉すこやかセンター 

▼ ９日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館  

▼１０日（土） ８：３０「歩こう会」練馬駅大江戸線改札 ８：３０集合 

▼１３日（火）「シネマクラブ」ユナイテットシネマに、上演作品の第１回目の時間の１０分前に集合 

▼１６日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼１６日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館  

▼１６日（金）１０：００「練馬健康連絡会」関保健相談所 

▼２２日（木）１０：００「ニュース校正」ココネリ研修室４ 

▼２８日（水）「健生会日帰りバス旅行」練馬区役所前7:45分出発  高野台駅ピーコック前8:00出発 

▼２９日（木）１４：００「ナベさんの湧くわく講座」豊玉高齢者センター 

▼２９日（木）１６：３０「ナベさんの湧くわく囲碁講座」豊玉すこやかセンター 

▼２９日（木）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター 第１会議室 

  

    秋の日帰りバス旅行のお誘い 

佐原の偉人伊能忠敬と日本のワイン王神谷伝兵衛を知る旅 

～ 香取神宮・小江戸佐原の町並み散策・牛久大仏・シャトーカミヤ ～ 

★日時：平成 27年 10月 28日（水）（千よ福で和食料理をお楽しみください） 

★参加費：7,000円（バス代・有料道路・昼食・保険 等） 

★集合場所/時間：練馬区役所前 7:45 出発 時間厳守 

     高野台駅ピーコック前 8:00 出発  〃 

★申込締め切日：１０月２０日（火）早めに申込みください。 

   

★役員に手渡し出来ない方は郵便局へ振込下さい。     ※ 詳しくはチラシ参照下さい。 

加入者：健生会（けんせいかい）口座番号 ００１９０－５－５６７９３９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 


